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はじめに
2004年８月10日
，文部科学大臣が匚義務教育の
改革案
」を発表した。これは５本の柱からなり，
そのうちのひとつが義務教育制度の弾力化である
。
具体的には義務教育の到達目標の明確化と６
・３
制の地方による運用の弾力化を示している
。この
ような状況の中で
，社会科はどう対応していくべ
きなのだろうか。
このような問題意識から
，本研究では現行小中
学校社会科公民的領域の関連的課題と小中
一貫教
育実践校の社会科公民的領域の関連的特性を踏ま
え
，小中一貫教育を図る現行小中学校での社会科
公民的領域のカリキュラム編成と単元開発を目的
とする。
1｡現行小中学校社会科公民的領域カリギュラ
ムの特性と課題
（１）内容的関連の特性と課題
現行小中学校社会科公民的領域のカリキュラム
において
，小学校６学年では，調査活動などから
政治（地方公共団体・国，日本国憲法など）・世
界の中の日本の役割（世界の国々
，国際交流・協
力など）について学習する内容となっている
。中
学校３学年では
，政治的（日本国憲法，地方公共
団体・国，国際平和，諸課題の解決）・経済的
（経済活動
，国・地方公共団体の役割）な諸現象
の見方・考え方を学習する内容となっている。さ
らに政治単元において
，小学校では身近な政治で
ある地方の政治を対象として
，具体的に調べ・考
える活動が中心とするとともに
，政治を支えてい
る日本国憲法の考え方を学習する内容となっている。中学校では日本国憲法の三原則の考え方を基
盤として国や地方の政治の在り方を捉える学習内
容となっている
。そして，小中の内容を関連付け
ている匚我が国の民主政治」や厂日本国憲法の基
本的な考え方
」についての内容がある。
このように
，現行小中学校社会科公民的領域カ
リキュラムの内容的関連の特性は
，小学校では社
会事象を具体的に捉え
，中学校では社会事象を捉
える枠組みの内容へと変化はしているが
，小中に
関連付けられた内容かおるということである
。
しかし
，政治単元で小中を関連付けてい内容
「‾日本国憲法と政治の関係」の教科書1）記述の多
くが
，重複しておりその違いが曖昧である。
このようなことから
，小中を関連付ける内容を
具体的な知識として明確化し
，小中で区別するこ
とが内容的関連の課題である
。
（２）方法的関連の特性と課題
現行学習指導要領において
，小中ともに調査し
たり資料を活用したりすることが求められている
。
しかし
，小学校では調査課題具体的に示され，
その活動に沿って学習が進められ
，またその教科
書記述にも問題解決的な方法
・手順を示す学習方
法にかかわるものが多い
。一方中学校の教科書記
述は
，課題設定・まとめ方などがトピック的に示
されてはいるか学習全体の流れとは関連しておら
ず
，学習方法に関わる内容も少ない。
このように
，現行小中学校社会科公民的領域の
方法的関連の特性は
，小中において調査・資料活
用等による学習方法が見られるものの
，小中それ
ぞれが自己完結的な学習方法でということである
。
この自己完結的な学習方法を打破し
，小中の方法
的な関連歐を築くためには
，学習方法の系統的な
つながりを創り出すことが課題であるＯそこには
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単なる繰り返しではなく
，小中の発達段階に応じ
た学習過程に発展的な系統性が必要である。
2.小中一貫教育実践校の社会科公民的領域カ
リキュラムの特性
現行小中学校社会科公民的領域の関連的課題を
小中
一貫教育実践校でどのように解決しながら，
小中
一貫教育を取り組んでいるのかを明らかにし
ていく
。ここでは，小中一貫教育実践校である品
川区立小中
一貫教育校日野学園2）の実践を取り上
げ
，社会科公民的領域において，本実践校のカリ
キュラム3）及び副教科書4）から関連的分析を行う
。
小中
一貫教育実践校での内容的関連の特性は，
各学年で関係付けられた学習内容において「具体
的（事実的）な知識
」→匚概念的な知識」→「価
値判断的な知識
」へと系統化されている。しかし，
例えば政治
・憲法に関する単元での各学年を関連
付けている内容の匚日本国憲法と政治の関係」は
関連付けている内容の具体的・概念的・価値判断
的知識に区別したものである
。これは，現行小中
学校社会科公民的領域カリキュラムの内容的関連
の課題である小中で関連付けている学習内容の具
体的な知識を小中（学年）で区別しているもので
はない
。つまり，この特性は現行小中学校で内
容的関連の課題を十分に克服することはできない
と考える。
小中
一貫教育実践校での方法的関連の特性は，
問題解決的な学習を柱とした学習過程「匚調べる」→厂考える」→匚かかわるコの重点化とそれに
ともなう学習技能の例示である
。この特性は，現
行の小中学校社会科公民的領域の方法的関連の課題を克服することができると考える。
3｡小中一貫教育を図る現行小中学校社会科公
民的領域のカリキュラム編成と単元開発
現行小中学校の関連的課題と小中一貫教育実践
校の関連的特性を踏まえ
，小中一貫教育を図る現
行小中学校での社会科公民的領域のカリキュラム
編成と単元開発を行う。
（１）モデルカリキュラムの編成視点
①学習内容の共有化小中を関連付ける内容を匚日本国憲法」として
共有化を図る
。それは，日本国憲法が小学校第６
学年において学習する匚政治
」と厂世界の中の日
本の役割
」の内容や中学校第３学年において学習
する政治的
・経済的・社会的な諸現象についての
内容のいずれにもかわっているからである
。
次に
，小中一貫教育実践校の取り組みで明らか
にされた内容的関連の特性を生かし
，小学校第６
学年では匚具体的（事実的）な知識
」と厂概念的
な知識
」を中心とした内容とし，中学校第３学年
では厂概念的な知識
」と匚価値判断的な知識」を
中心とした内容とし系統化を図る
。さらに，小中
を関連付ける内容の具体的な知識を冲ヽ中で区別す
ることについては
，後のモデル単元開発具体的
に示したいと思う
。
②学習方法の共有化
小中
一貫教育実践校の取り組みで明らかにされ
た方法的関連の特性を生かし
，問題解決的な学習
を柱として小学校第６学年では厂調べる
」匚まと
める
」に重点を置き，それにかかわる学習技能の
例示を行っていく
。中学校第３学年では匚まとめ
る」匚かかわる」に重点を置き
，それにかかわる
学習技能を例示していく
。
③地域教材の共有化
学習内容
・方法の共有化を図るだけでは，現行
中学校の社会科の履修構成上
，特に公民的領域に
ついては小中の溝を埋めることは難しい
。そこで，
小学校の子どもたちの学習記憶に残りやすく継続
しやすい
，またその子どもたちが中学校において
学習記憶を再活用しやすいものを考える必要かお
る。
それが地域教材であると考えた
。地域教材の共
有化によって
，小中の教師にとってもより確かな
指導内容
・方法の共有化は確立できる。さらに，
地理的
・歴史的分野において共有化した地域教材
に空間的・時間的な視点,からかかわることによっ
て
，小中の公民的領域で共有化された地域教材が
より確かにつながっていく
。ここでは具体的な地
域として北九州市を取り上げる
。
（２）モデルカリキュラム事例
①小学校第６学年のモデルカリキュラム事例
小学校第６学年のモデルカリキュラム事例の構成は≪表－１≫のようになっている。
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我が国の政治が憲法に基づく民主政治であるこ
とを理解させるとともに
，問題解決的な学習での
調査方法
・手順などの学習技能を身に付けさせる
ことが目標である
。その内容は，まず政治の役割・
憲法の考え方
・政治の仕組みについて調べまとめ
させる
。次に，世界の中の日本の役割についても
憲法の考え方を踏まえ調べまとめさせるようになっ
ている。
特に小中
一貫教育を図るため，憲法三原則の考
え方に基づく政治の働き
・仕組み，世界の中の日
本の役割の様子を匚具体的な知識
」として定着さ
せるとともに
，「概念的な知識」においも政治と
憲法とのかかわりから学習する内容である
。また，
単元ごとに地域（北九州市）を教材とした調べ方
。
まとめ方を例示することで
，「調べ」厂考える」ため
の学習技能をより確かに身に付けさせようとする。
≪表－１≫小学校第６学年のモデルカリキュラム事例（『品川区小中一貫教育要領』を参考にして筆者作成）
（ａ）目標
＠日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方を理解できるようにし、平和を願う日本人としての民主政治の大切さを自覚できるようにする。
＠国際社会における我が国の役割を理解させ
、世界の人々と共に生きていくことが大切であることを自覚できるようにする。
＠社会的事象を具体的に調査し、様々な資料を効果的に活用し、調べたことを表現するとともに、社会的事象の意味をより広い視野から考える力を育てるようにする。（ｂ）内容
l｡『我が国の政治と日本国憲法との関係はどのようになっているだろうか。』
我が国の政治の働きについて
、次問題を調査したり資料を活用したりして調べ、国民主権と関連付けて政治は国民生活の安
定と向上を図るため大切な働きをしていること、現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考えるようにする。
（ア）匚私たちの生活を守るために、政治はどのような働きをしているのだろうか。」国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反映しており、日常生活の身近なところに政治の働きかおること。（調べ方、まとめ方）
北九州市、福岡県のホームページを見る。北九州市の公共施設の建設、地域開発、災害復旧の取り組みなど取り上げ具体的に調
べ、調べたことを表現する。
（イ）「人間の尊重と日本国憲法基本原則はどのようになっているだろうか。」
人間の尊重についての考え方を基本的人権を中心に捉え
、日本国憲法は国家や国民生活の基本を定め、その背景には、三原則
（国民主権・基本的人権の尊重・平和主義）の基本的な考え方があり、三原則の意味が分ること。（調べ方、まとめ方、かかわり方）
北九州市にある障害者のための施設や北九州市が実際に取り組んでいることを調べる。調べたことをもとに日本国憲法と政治との結びつきについて話し合う。ボランティア活動に参加して体験から学ぶ。
（ウ）「地方公共団体や国の政治のしくみ
・働きはどのようになっているだろうか」
地方公共団体（議会、首長）や国（国会、内閣、裁判所）の政治を行うための基本的な仕組みや主な働きが分ること。（調べ方、まとめ方）
北九州市
福岡県のホームページを見る。市議会や市庁舎を見学する。「わたしの北九州市議会案内」等で表現する。ホームペー
ジなどから国会、内閣、裁判所について調べる。匚わたしの国会案内」等で表現する。
2｡『世界における日本の役割はどのようなものだろうか。』
世界の中の日本の役割について、次のことを調査したり地図や資料を活用したりして調べ、外国人の人々と共に生きていくた
めには異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であること
、世界の平和の大切さと我が国が世界において重要な役割を果
していることを考えるようにする。その際、日本国憲法の基本的人権の尊重の考え方と関連付ける。
（ア）厂世界における日本の役割はどのようなものだろうか。」
我が国の国際交流や国際協力の様子及び平和な国際交流の実現に努力している国際連合の働きが分ること。（調べ方、まとめ方）
北九州市、福岡県のホームページを見る。北九州市立国際交流センターを見学する。北九州市と姉妹都市関係の都市とのかかわ
りを調べ調べたことを表現する。ユニセフやユネスコの北九廾|市での活動を中心に取り上げ具体的に調べ、調べ六ことを表現する。自分のできる国際交流・貢献について話し合う。
（ｃ）小中一貫教育を図るための配慮事項
＠内容の１－（ア）の「私たちの生活を守るために、政治はどのような働きをしているのだろうか。」を取扱い際には、政治の働きについて調べるための調査方法・手順を具体的に指導し、調査活動をするための学習技能を身につけさせ、今後の基盤となるようにする。
●内容の１－（イ）の匚人間の尊重と日本国憲法基本原則はどのようになっているだろうか。」を取り扱う際には、日本国憲法の三
原則の基本的な意味についての理解を定着させ、それが中学校での公民的分野の基本的な学習内容となることを認識させる。
●
内容のｌ－（ウ）の厂地方公共団体や国の政治のあらましはどのようになっているだろうか」を取り扱う際には、国及び地方公共
団体の政治の基本的なしくみについての理解を定着させる。また、選挙等による政治と私たちのかかわりにも触れながら中学校での民主政治と政治参加の学習とのかかわりに配慮する。ｅ内容の２の国際社会における我が国の役割を取り扱う際には、我が国と相手国・地域との位置関係等にも触れながら中学校での地
理的分野とのかかわりに配慮する。問題解決的な学習を柱としており、それぞれの内容において『調べる』、『考える』、『かかわる』を重点化する。内容の１では『調べる』、『考える』を特に重視するが、内容の２では『調べる』、『考える』を重視するとともに『かかわる』にふれることも可能である。
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②中学校第３学年 のモデルカリキュラム事例
中学校第３学年のモデルカリキュラム事例の構
成は≪表－２≫のようになっている。
憲法と我が国の政治・経済・社会の関わりを理
解させるとともに，それらの関わりについて自ら
考えるようとする態度を身に付けさせることが目
標である。その内容は，まず憲法と我が国の政治・
経済・社会の関わりについて調べまとめさせる。
次にそれらにある課題を探求させ自らの考えを持
たせるようになっている。
≪表－２≫中学校第３学年のモデルカリキュラム事例
特に小中一貫教育を図るため，憲法と政治・経
済・社会がどのように関わっているかについての
匚概念的な知識」 からそこにある課題に対してど
のように自ら関わるかについての 匚価値判断的な
知識」を中心とした内容である。また，小学校で
の調査活動を行うための学習技能を基盤にして，
その技能を補充・発展させながらそれぞれの調査
活動をすすめさせるとともに，今日の政治的・経
済的・社会的な課題について自らどのように関わっ
ていけばよいのか考えさせようとする。
（『品川区小中一貫教育要領』を参考にして筆者作成）
（ａ）目標
ｅ 個人の尊厳 と人 権の尊重の意義、 特に自由・権利 と責 任・ 義務の関係を広 い視野から正し く認 識させ、 民主主義 に関する理解を深
めるとと もに、 国民主権を担 う公民 として必要な基礎的教養を培 う。
●民主主義 の意義、 国民の生活 の向上 と経済活動 とのかかわり及び現代 の社会生 活など につ いて、 個人と社会 とのかかわりを中心 に
理解を深 めると ともに、社 会の諸問 題に着目させ、自 ら考えよ うとする態度を育 成する。
ｅ 国際的な相互 依存関係の深 まり の中で、 世界平和 の実現と人類の福祉 の増大 のため に、各国 が相 互に主権を尊重 し、 各国民が協力
し合うこ とが重要であ ることを 認識させるとと もに、自国を愛し、 その平 和と繁栄を図るこ とが大切であ ることを 自覚させる。
＠ 現代 の社 会現 象に対 する関心を 高め、 様々な資料を 適切に収集、選択 して多面 的・多角的 に考察し、 事実を正 確にとらえ、公正 に
判断する とともに適切 に表現 する能力と態度を育て る。
（ｂ）内 容
１　１．『我が国 の政治 と日本国憲法との関係か ら、私 たちは社会 とどのようにかかわってい るのだろ うか｡ 』
(ア) 我が国 の政治 の仕組みと日本国憲法との関係 はどのよ うになっているのだろうか
日本国 憲法 とのかかわり にお いて、 国会を中心 とする我が国 の民主 政治の仕組 みのあ らましや政党 の役割を 理解させ、 議 会制民
主主義 の意義 について考えさ せるとと もに、多 数決の原理とそ の運営 の在り方 につ いて 理解を深めさ せる。 さらに、法 に基づ く
公正な裁判 の保障かおることを理解させる。
(ｲ) 我が国 の政 治と日本国憲法との関係 に、私 たちはどのようにかかわっている のだろ うか。
民主政 治を 推進す るためには公正な世論 の形 成と国民の政治参加 が大切であ るこ とに気 付かせる。そ の際、 選挙 の意義 やマスコ
ミの影響 につ いて も考え させる。
(調 べ方、 まとめ方、 かかわり方)
図書 館資料、 各政党、国 会・内閣・裁判所 のホ ームペ ージ、北九州 市 の選挙 の投 票率について調べ る。 有権者 の立場で意 見発表
を行 う。
１　２．『我 が国 の経済と日本国憲法と の関係か ら、 私たちは社会とどのよう にかか わってい るのだろうか｡』
(ア) 市場 経済の考え 方はど のような ものか。
身近 な消費生活を中心 に経済活動 の意義を 理解させる とともに、 価格 の働 きに着目させて市場経済 の基本的な考え方 について理
解させる。 また、 現代 の生産 の仕組 みのあ らましや金融の働き について理解 させる。
(調 べ方、 まとめ方)
実際の収支項目で模擬的 に家計 のシュミレ ーショ ンを行う
(イ) 企業 を企画する とどうな るか。
社会におけ る企業 の役割と社会的責 任につ いて考えさ せる。 そ の際、社 会生 活におけ る職業 の意義 と役割及 び雇用と労働条件 の
改善について、日本国憲法を はじめ、 勤労の権利 と義務、労働組合 の意義 及び労働基準法の精神 と関連付 けて 考え させる。
(まとめ方)
専門家( 企業家、北九州市労 働基準 局の関係者など) か ら話を聞 き、 それを工 夫してまと める。
(ウ) 国民生活 と福祉 はど うなって いるか。
国民生活 と福祉 の向上を図 るために、 国や地方公共団 体が果たしてい る経 済的な役割 につい て考え させる。 その際、 日本国憲 法
の基本的人権の尊重 の考え方 と関連 付けながら、 社会資本 の整備、公害 の防止 など環境の保全、 社会保障の充実、消費者 の保護、
租税 の意義 と役割及び国民 の納 税の義務 について 理解させる とともに、 限られ た財源 の配分という観点か ら財政について考え さ
せるc
(調べ方、 まとめ方)
北九州市役所や税務署を 取材し、 専門家か ら話を聴 き、 それを工 夫してまと め発表する。
１　３．私 たち はどのような社会を生 き、 そこ にはどのような課 題があるのだろうか。
（ァ）ｲ固人 は社 会とどのようにかかわって生 きてい るのだろ うか。
家族や地域社会 などの機 能を 扱い、 人間 は本来社会的存在で あることに着目させ、 個人と社会 とのかか わり につ いて 考え させる。
そ の際、 現在の家族制度 における個人 の尊 厳と両 性の本質的平 等、 社会生活 にお ける取り決 めの重要 性やそれを守 ることの意義
及 び個人 の責 任などについて気付か せる。
（ｨ ）私 たちの生 活と現代社会の歩 みはどのよ うに関係しているのだろうか。
現代 日本の発展 の過程 と国際化の進展 のあ らましについて理 解させるとと もに、 現代社会の特色 に気 付かせる。そ の際、 高度経
済成長 から今日 まで の我 が国や国際社会 の変容について、国民 生活 と関連さ せて 理解させる とともに、 国際社会 にお ける我 が国
の役割につ いても考えさせる。
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(調べ方、まとめ方、かかわり方)北九州市の発展の過程や現在の特色及び課題を調べ、調べたことを表現させ意見交換を行う。
(ウ)国連の働き、資源・エネルギー、地球環境問題、地域紛争はどのようになっているのだろうか。世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには、国家間の相互の主権の尊重と協力、各国民の相互理解と協力が大切であること
を認識させる。その際、日本国憲法の平和主義について理解を深め、我が国の安全と防衛の問題について考えさせるとともに、
核兵器の脅威に着目させ
、戦争を防止し、世界平和を確立するたの熱意と協力の態度を育てる。また、人類の福祉の増大を図
り、よりよい社会を築いていくために解決すべき課題として地球環境、資源・エネルギー問題などについて考えさせる。
(調べ方
、まとめ方)
新聞などから、政治・経済・社会のニュースを分類と関連を探し、それを工夫してまとめ、発表する。
４。今日の我が国にはどのような課題があり、わたしたちはどのようにそれにかかわっていけばよいのだろうか。
次のような課題をこれまでの学習内容と次のような政治・経済・社会に関する時事的な問題との関連づけをしながら、これから時代を見とおし、日本はどのような国・社会であるべきか、またその中で自分はどうあるべきか、どう生きるべきかを考えさせ、表現させる。
（ア）日本国憲法の今日的な意義はどのようなものだろうか。
今日の我が国が日本国憲法に基づいて成り立っていることを確認し
、日本国憲法の基本的原則などについて、今日的なできごと
との関連をとらえながら、日本国憲法の今日的な意義について考えさせる。（調べ方、まとめ方、かかわり方）
日本国憲法に関するこれまでの学習内容と時事的なニュースとの関連を調べ、調べたことを表現することで自分の意見・考えを
まとめる。
（イ）地方自治など身近な課題を解決するためには、どのような工夫が必要か。
身近な地域の今日的な課題を取り上げ、地方公共団体の政治の仕組みや働き、住民の権利や義務と関連させながら、地方自治の
発展に寄与しようとする住民としての自治意識を醸成する。（調べ方、まとめ方、かかわり方）
北九州市のホームページ、専門家（北九州市役所関係者、住民自治の代表者）との意見交換を通した地域への提言を行う。
（ウ）現代の国内政治ではどのような課題があり
、それをどう解決していったらいいだろうか。
国内情勢にかかわる情報を収集し、今日の我が国の政治的な課題を考えさせるとともに、国民の一人としての政治に関する意識
を高める。
（エ）現代の国内経済ではどのような課題かおり
、それをどう解決していったらいいのだろうか。
国内情勢にかかわる情報を収集し、今日の我が国の経済的な課題を考えさせるとともに、国民の一人としての経済に関する意識
を高める。
（オ）国際情勢にかかわる情報を収集し、今日の国際的な課題を考えさせるとともに、我が国とのかかわりに気付かせ、国際社会に関する意識を高める。
（調べ方、まとめ方、かかわり方）
これまでの調べ方、まとめ方、かかわり方での学習方法を生かし、ホームページや新聞資料をもとに、情報収集、課題設定、話
し合いを通じながら
、自分なりに社会のできごとに対する意見を持つという手順を理解させる。また意見・考えの違いを取り
上げディベートなどによって話し合いを工夫し、課題へのかかわり方について考えを深めさせる。（Ｃ）小中一貫教育を図るための配慮事項
＠内容の１－（ア）の匚我が国の政治の仕組みと日本国憲法との関係はどのようになっているのだろうか」を取り扱う際には、小学
校での学習内容の定着が図れているかを確かめながら
、民主政治と政治参加についての内容を中心に行う。
＠小学校での調査活動での学習技能が生かせるようにする。特に北九州市にかかわることを調査する際には、小学校で行った調査内容と重ならないように配慮する。
＠問題解決的な学習を柱としており
、それぞれの内容において『調べる』、『考える』、『かかわる』を重点化する。内容の１では『調
べる』、『考える』２・３では『考える』、『かかわる』を重視する。内容の４では問題解決的な学習の総合的な扱いとしながらも特に『かかわる』を重視する。
（3）モデル単元の開発視点
小中
一貫教育を図るモデル単元の開発において
は
，モデルカリキュラム編成の視曵と同様に学習
内容
・学習方法・地域教材の共有化をすすめるに
あたって
，モデル単元事例にそれぞれの視点を
（Ａ）～（Ｃ）で示した。
ここでは
，小中一貫教育を図る小中の公民的領
域政治単
元での開発を行う。
そこでまず
，現行小中学校公民的領域政治単元
において学習内容を関連付けている「‾我が国の民
主政治は日本国憲法に基づいている
」ことを基盤
にして単元開発進めて行くことが大切であり
，小
中それぞれで’效治と憲法との関係”を中心に単元を構成する必要がある。
それは
，小学校第６学年では憲法と政治の関係
を見る・考える学習内容であり，中学校第３学年
では憲法と政治の関係を踏まえ政治と憲法のそれ
ぞれの見方・考え方の学習内容である。
ただし
，小学校第６学年の政治単元は，小学校
の公民的領域のほぼ最初のところであるので
，特
に具体的（事実的）な知識が児童たちに定着させ
ることが肝心である
。また，中学校第３学年の政
治単元は
，中学校の公民的領域の最初であること
から小学校で習得すべき内容が生徒たちに身に付
いているか確かめることが重要である
。もし，そ
れが不十分であるならば
，それを補うようにしな
ければならないＯそれが匚具体的（事実的）な知識」→厂概念的な知識」→厂価値判断的な知識」
93
への系統化の支えとなるからである。
次に，関連的内容の具体的な知識の小中の区別
化については，モデルカリキュラムで小中を関連
付けた内容＝ 匚日本国憲法」とモデル政治単元で
小中を関連付けた内容＝ 匚日本国憲法と政治」を
それぞれ紿 として考え， モデル政治単元で扱う具
体的な知識を≪表－３≫のように示すことにした。
≪表－３≫政治単元での小学校第６学年と中学校第３学年の具体的な知識の例（筆者作成）
杲
雪
法彑
言
貿
日 本国憲法
基本的人権 国民主権 平 和主義
小
学
校
第Ｇ
学
年
国民 の権利 の内容（自由権・社会権・人権を守 る権利）
国民 の義務 の内容 （納税・教育・勤労）
象徴，国事
行為
非核三 原則
地方公共団体 の意 味， 地方 公共 団体の政治　し くみ（首長 ・議会）， 働き
国の政治　 しくみ（ 国会・内閣・裁判所）
国会 の組織（衆議 院・参 議院） と働き（立法権，衆議 院の優越）
内閣 の組織（内閣総理大 臣・国務大臣・省庁） と働 き（行 政権）
裁判所 の組織（最高・高等・ 地方 ・家 庭・簡易裁判所）と 働き（司 法権，司 法権の独立，民 事・刑事裁判，
三審制）
民主政治
中
学
校
第
３
学
年
自由権 の内容（身体・精神 ・経済活動）
社会権 の内容（生存権，教育を受 ける権利， 勤労権 と労 働基 本権）
人権を守る権利 の内容（参 政権 ・請願権・裁判を受 ける権利・請求 権）
公共の福祉，新しい人権の内容と課題（環境権・知る権利・プ ライバ シーの権利・自己決定権）
国際的な人権保障 の状況
国会（立法権）・内閣（行政権） ・裁判所（司法権） の均衡 と抑制 の関係
議院内閣制，違憲立法審 査権，多 数決の原理，選挙 のし くみと課題， 政党， 世論　政治の課題
（４）モデル単元事例
①小学校第６学年のモデル政治単元事例
小学校第６学年のモデル単元事例の構成は≪表－
４≫ のようになっている。
目標は，政治と日本国憲法との関係がどのよう
なっているか，私たちの生活にどのように反映し
ているのかなど政治・憲法の機能的学習内容につ
いて理解させ，具体的な知識の定着させることで
ある。また，問題解決的な学習をすすめるにあたっ
て，取材活動や調べたことをまとめ発表するなど
の学習技能を身に付けさせることである。
例えば，匚日本の政治のしくみについて話し合
う」（19／20 ）の授業では，匚地方公共団体と国の
政治の仕組みの共通点と相違点 はどこだろうか」
匚首相と大 統領の違い は何だろう」 を主な問いと
する。そして，地方公共団体と国の政治の仕組み
の共通点と相違点を理解させ，首相と大統領の違
いについて調べ考えることから，我が国の政治の
仕組みについて自分なりにまとめることができる
ことをねらいとする。そして，児童なりの民主政
治についての考えを持つことができるようになる。
≪表－４≫小学校第６学年のモデル単元　 政治単元事例（筆者作成）
常
一7匸
雀
7匸
時
間
小 中一貫 教育を図るた めの指導内容・方 法及び地域教材の共有化
（A ）学習 内容　（B ）学習方法　（C ） 地域教材 〔北九州市〕
我
が
国
の政
治
と
日
本
国
愆
法
私 たち
の生活
を守 る
ため、
政治 は
ど のよ
うな 働
きを し
てい る
のだろ
うか。
１
２
３
４
５
第 １次　身のまわりにある政治 の働きを探 そう
1. 身 のまわりには障害のあ る人 のための施設 （スロ ープ、 音響用押 ボタ
ンなど） について話し合う。
・ 施設の存在からこれか らの学習 の視点を持 たせる。
第 ２次　障害のある大が利用 する施設を探 し調べよう
2. ホームペ ージで施設を探し、 どんな施設 があり、 どんな活動をしてい
るのかを 調べる。（Ｂ ）
・ それぞれの事業内容に北九州市がか かわって いることに気付かせ る。
3. 匚障害福祉 センタ ー」（ Ｃ） 等を見 学して施 設の目的 ・様子な ど調べ
発表する。（Ｂ ）
・ 調べたことをパ ンフレ ット等 にまとめ、 発表させる。
・北九 州市の政治によって障害 のあ る人 の願いがかなえられてい ること
に気 付かせる。
(B) ホ ームペ ージの活用方法を示 す。
(C) 障害福祉セ ンター
(B) 見学 の際 の観点 やまとめ方を示 す。
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との
関
係
は
ど
の
よ
つ
に
な
つ
て
い
る
だ
ろ
つ
か
人 間の
尊 厳と
日本国
憲法の
基本的
人 権は
どうなっ
ている
のだろ
うか
地方公
共団体
や国 の
政治 の
しくみ･
働 きは
ど のよ
うになっ
て いる
だろ う
かo
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
第 ３次　政治 の働きを 調べよう
4. 市役 所等を訪問し、 政治の働 きや役 割について調 べて 発表する。（B ）
・わ たし たちの多 くの願いも政治によって実現さ れてい ることに気づ か
せる。
・政治 の働きの背 景には日本国憲法かおるこ とを理 解さ せる。（Ａ）
第 ４次　 わたした ちの暮ら しと 日本国憲 法（基 本的人 権） との結びつ き
を調べよう
1. 日本国憲 法にはどんなことが書か れてい るのかを 探す。
・三原 則か おることとそれぞれ の意味をおお まか に理解する。（Ａ）
２．日本国憲 法から国民の権利と義務 の内容 について調 べ理解し、 それが
わたしたちの生 活とどうかか わってい るかを 発表する。（A ）（B ）
・基 本的人 権の考え方や内容が政治 によ って わたしたちの生活 に実現さ
れて いることに気付かせる。
第 ５次　地方公共団体の政治 のしくみについて調べよう
1. 地方 公共 団体（C ） の政治 のしくみについて調べ まとめる。（B ）
・既習 している地方公共団体 の政治 の働き・役割をふまえ、そ のしくみ
につ いて理解させる。（Ａ）
第６次　国の政治 のしく み・ 働きにつ いて調べよう
2. 国会のしくみ・働 き及 び憲 法とのかかわりについて調べ る。（B ）
3. 内閣のし くみ・ 働き及 び憲 法とのかかわりについて調べ る。（B ）
4. 裁判所 のしくみ・ 働き及び憲法とのかかわり について調べる。（B ）（C ）
第７次　国 の政治 につ いて調べたことをまとめ、発表 しよう
5、 調べたこ とを まとめる。（B ）
・三権のし くみ・ 働き及び憲法とのかかわりを理解 する。（Ａ）
６．調べま とめたことを 発表する。（B ）
・三権の相互関係 に気 付かせる。
第 ８次　日本 の政治につ いて考えてみよう
ﾌ．日本 の政治 のしくみについて話し合う。（B ）
・我が国 の政治 は民主 政治であることを理解 する。（Ａ）
８．日本 の政治 と日本国 憲法との関係を話し合 う。（B ）
・民主政治 と日本国憲法とのかかわりを理解 する。（Ａ）
(B) 取材 する観 点を 示し、 取 材 した こ
とを発表させ る。
(A)｢ 概念 的知識｣ 日本国 憲法 に基づ
いて 政治が 行われ人 々の 願いが実現
してい ること
(A)｢ 具体 的・ 概念的 知識｣ 基 本的人
権 の尊重・国 民主権 ・平和主 義 の考
え方
(Ａ) 厂具体 的知識｣ 国民 の権利 の内容、
国民 の義務 の内容
(B) 自分 と憲 法と のかか わりを考え さ
せる。
(C) 北九州市役所な ど
(B) 調べる方法・手順とまとめ方を示す。
(Å) 匚具 体的｣ 地方 公共団 体 の意味、
地方 公共 団体の政治 のし くみ
(B) グル ープ に分か れ、 課題を 設定 さ
せ、 調査方法・手順を示 す。
(C) 小倉地方裁判所
(B) まとめ方を示 す
(Ａ)｢ 具体的知 識｣ 国 の政治 のしく み、
国会・内閣・裁判所 の組 織と働き
(B) 発表 の仕方・手 順を示す。
(B) 政治 につ いて の意見を持つ
(Å)｢ 概念的知識｣ 民主政治
(B) 政治と憲法 について の意 見を持つ。
(Ａ) 匚価値判断的知識｣ 我が国の民主政
治 は憲法の考えに基づいていること
②中学校第３学年のモデル政治単元事例
中学校第３学年のモデル単元事例の構成は≪表－
５≫のようになっているＣ
目標は，政治と日本国憲法との関係において今
日の社会の中で多くの課題があることを認識させ
ることで，政治や憲法に社会（私たち）がどのよ
うにかかわっていけばよいのかなど政治・憲法の
課題的学習内容を理解させ，これにかかわる具体
的な知識の定着させることである。また，問題解
決的な学習をすすめるにあたって，憲法や政治の
課題について自ら考えさせようとすることである。
例え ば，「我が国の政治において民主政治を推進
するにはどうしたらよいのか話し合う」(16/16)
の授業で は， 厂どこから，独裁政権は生まれてく
るのだろうか」厂今日，私 たち民主政治を推進す
るためにどうしたらよいのか」を主な問いとする。
そして，民主主義の弱点と大衆社会の政治的脆弱
性に気付き，民主主義の在り方や民主政治の推進
について自分なりの考えを持つ ことをねらいとす
る。そして生徒は，小学校の時以上に民主政治に
ついての具体的・積極的な考えを持ち得ることが
できるようになる。
≪表－５≫中学校第３学年のモデル単元　 政治単元事例（筆者作成）
大嘗
7匸
宙
7匸
時
間
小 中一 貫教育を図 るための指導 内容・方 法及び地域教材 の共有化
（Ａ） 学習内容　（B ）学習方 法　（C ）地域教材 〔北九州 市〕
票
国百
治
と杲
Ｗ
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の仕組
みと日
本国 憲
法との
関係 は
どのよ
うにな
１
２
３
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第１次　日本国憲 法につ いて考え よう
1. 日本国憲法 の制定過程 や三 原則の考え方を調べよう。（B ）
歴史的分野や小学 校で学習 したことをもとに確か める。
2. 基本的人権 の内容を調 べよう。（B ）
・憲法に規定さ れて いる基本的人権の内容を理解 するとともに、基 本的
人権の制限 につ いて も触れる。（Ａ）
３． 憲法に規定さ れてい ない人 権を調べ考えようよう。（B ）
・憲法に規定さ れて いない基 本的人 権の内容について考えさ せる。（Ａ）
(B) 調べ方・ まとめ方を示 す
(B) 調べ方・ まとめ方を 示す
(Ａ) 匚具体的知 識｣ 自由 権 の内容、 社
会権の内容、 人権を守る権利 の内容、
公共 の福祉 の意味 と役割
(B) 調べ方・ まとめ方 を示す
(Ａ) 厂具体的 ・ 概念的知 識｣ 新 しい人
権 の内 容と課題、 国 際的な人 権保障
の状況
95
法に
私
た
ち
は
ど
の
よ
つ
に
か
か
わ
つ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
って い
るのだ
ろ うか
我が国
の政治
と日本
国憲法
と の関
係 に、
私 たち
はど の
よう に
力めわっ
ていけ
ばよい
のだろ
うか。
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
4. 北九州市 の人権 にかか わる課題や取り組 みを調べ、我が国 では基本的
人権の保障 はなさ れて いるのか話し合う。（B ）（C ）
・調べ方・ま とめ方 などから、小 学校で の既習状況を把握 する。
・様々な課題 （C ）か おるこ とを認 識し、 そ の課題を 解決す るにはどう
すればよい のかを考え させる。（Ａ）
・小学校で学習し た、政治 によ って基本的人権 の考え方が実現さ れてい
ることに気付かせ る。
第２次　日本の政治 のしく み（三 権） について考えよう。
5. グループ に分かれ、三権のしくみ・働き・憲法とのかかわりを話し合う。
・三 権について小学校で学習し た内容を 復習 する。
6. 三 権の相互関係 について調 べる。（B ）
・三 権が相互に均衡 と抑制 の関係 にあることを理解す る。（Ａ）
７．三 権と国民 との関係につ いて調 べる。（B ）
・三権と国民との関係は様々なかたちで結びついていることを理解する｡（Ａ）
第 ３次　 民主政 治を推 進する ため に国 民 はどんな 役割を担 ってい るのか
を 考え よう。
1. なぜ民主 政治は大切な のかを考え る。
・民主主 義の意義を理解さ るとともに、多数 決の原理にも触れ、 議 会制
民主主義 の意義について考えさ せる。（Ａ）
２． 選挙 のしくみを調べる。（B ）
・ 選挙 のしくみや課題を理解させ るとともに、投 票率の低下など の課題
（C ） について考え る。（Ａ）
３． ヒトラーの独裁政権はどのようにして誕生したのか調べ発表しよう。（B ）
・ 独裁 政権 が民主 政治の もとで誕生し たことを 理解し、 公正な世論形成
と政 治参加 が大切であること に気付か せる。（Ａ）
４．我が国 の政 治において民主政治を推進 するにはどうしたらよいのかを
有権者 の立 場になって話し合う。（B ）
・政治 との積 極的なかかわりを持 とう とする態度を育 てる。（Ａ）
(B) 話し 合い の観点 を示 し、 自分 の考
えをま とめる。
(C) 北九州 市 役所・ 北九 州人 権啓 発 セ
ンターなど
(A) 匚価値判断的知 識｣ 人権 保障の課題
について自 らの意見を持つ。
(B) 調べ方・ まとめ方を示 す
(Ａ)｢概念的知識｣ 三 権 の均 衡と抑 制の
関係、三 権分立 の考え方
(B) 調べ方・ まとめ方を示 す
(Ａ)｢‾具体的・概念的知 識｣ 選挙、政党、
世 論、三 権と国民と のかか わり
(Ａ)｢具体的・概念的知 識｣ 多数決 の原
理、 民主主 義 の意義 、議 会制民主 主
義 の意義
(B) 調べ方・ま とめ方を示 す
(A)｢ 具体的・概念的知 識｣ 選挙 のしく
みや課題
(C) 北九州市の選挙
(B) 調べ方・ま とめ方を示 す。
(A) 匚価値 判断的知識｣ 公正 な世論形 成
の大 切さ、 国民 の積極的な政治参加
(B) 話 し合いや立場討議を行 う。
(A)｢ 価値 判断的知識｣ 有権者 の立場 か
ら政 治を 考え ること
おわりに
本研究では，現行小中学校社会科公民的領域の
内容構成と関連分析から，そのカリキュラムの関
連的特性と課題を指摘した。その課題克服のため
には小中一貫教育実践校の社会科公民的領域の関
連的特性をもとにしながら，学習内容・学習方法・
地域教材を小中に関連付けることを示唆した。
そして，小中の関連付けを図るカリキュラム・
単元構成事例が，義務教育の今日的な変革に対応
でき従来の社会科を変え得 る点に意義かおる。
今後の課題として は，開発した単元を実践的に
検証するともに，特に小中の関連付けを図るため
の小中の具体的な知識の区別化の軸は何であるの
かや，オリジナリティーのある地域教材開発の小
中の関連付けについて研究をすすめることである。
【註】
1）小学校　教科書『新編　新しい社会　６下』東京
書籍　平成16年検定
中学校　教科書『新しい社会　公民』　東京書籍
平成13年検定
2）品川区は，平成18年４月より小中一貫校として日
-
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